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同時代を生きる人々を思う　　頼まれて知人の借金
を保証し、責任を負って家計が破綻した人たちがい
る。借金をしたその人が自ら生涯を閉じた事例は、
もっと痛ましい。遺書には、父親らしいことをして
あげられなかったことを娘さんに詫びる言葉が記さ
れていた（毎日新聞2013年2月18日）。
　いったい、こんなことが許されてよいか。私たち
と同じ時代に生きる人の境涯である。

諮問88号　　法務大臣が2009年に法制審議会に諮
問し（諮問88号）、本学の鎌田薫総長を部会長とし
て設けられた専門部会が、2015年まで、民法の契
約のルールを見直すための調査審議をした。成果と
して衆議院に提出されたものが、「民法の一部を改
正する法律案」である。この民法改正が、社会に何
をもたらすか。2016年2月8日、このことを近畿法
曹稲門会実践講座にて稲門法曹の皆様と共に考える
機会に恵まれた。
　5年の調査審議は、さまざまなドラマを生む。個
人保証の問題は、併行した中小企業庁と金融庁の取
組みにより、事業資金の融資で保証の安易な徴求は
控えることが、バンカー・スピリットとなりつつある。

沈黙によって伝えようとすること　　構想される規
定の一つに、「契約をするかどうかを自由に決定す
ることができ……契約の内容を自由に決定すること
ができる」というものがある。押売りの口上にたじ
ろぎ、思わず買わされてしまいそうなとき、消費者
は、「契約をするかどうか、私の自由である、と民
法にも書いてある」と述べ、おひきとりいただけば
よい。
　しかし、気づいていただきたい。あえて沈黙され
ていることにも。契約締結の去就と、内容決定の自
由が述べられるが、相手方選択の自由が謳われてい
ない。
　採用面接で、沙也加さんと祐介君が最終に残った

としよう。説明がなく祐介君のみを採用する決定を
してよいか。就活の現場は生易しいものではなく、
あんたは女だから採用しないなどと露骨には言わず、
いろいろ巧妙に（沙也加さんのほうが通勤に難儀が
ある、とか）繕って話が進む。陰湿な女性差別に抗し、
労働事件の実務は格闘を続ける（林陽子「規範的要
件と訴訟実務／現代的紛争の中での機能」NBL813
号91頁注20）。民法は、その後押しをしなければな
らない。

求められる改革――しかし変えてはならないもの
　現在の民法は、労力を提供して得られる報酬の権
利は、1年が経つと時効で消滅すると定める。会社
である貸金業者の融資の債権は、5年間、時効に煩
わされないで取り立てることができるのに。手足を
動かして仕事をする人々を見下す視線が、ここにな
いか。身分制の残滓の臭いがする消滅時効も、改革
されようとしている。
　変えてならないものもある。震災から5年が経つ。
特例に基づき認められた時効期間（水上貴央「福島
第一原発事故損害賠償の時効延長立法／立法事実と
法的論点」法律時報86巻4号）に変更はない。現代
社会には悩ましい問題が尽きない。そして、民法は、
用いてこそ生きる。新しい民法が、稲門法曹の皆さ
んと共にあって欲しい。
（2月8日開催の近畿法曹稲門会実践講座における講
演より）

「梓」… 法曹分野に従事する早稲田大学校友（稲門法曹）と法務研究科修了生・在学生および早稲田大学法学学術院教員を繋ぐ、法学情報・コミュニケーション誌。
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近畿法曹稲門会講演会

債権法改正━約120年ぶりの見直しの構想
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 2016年3月 大学院法務研究科修了　三
みや

宅
け

　千
ち

晶
あき

　太陽と月のタペストリー。法務研究科に通う者で
あれば、誰もが一度はその意味と共にどこかで目に
したことがあるだろう。このタペストリーは、司法
権の最高機関である最高裁判所大法廷に掛けられて
いる。「最高裁判所　司法研修所」の修習生になる
こと、そして裁判官になることが目標である私に
とって、訪問の最初にこのタペストリーを前にした
とき、到底現実のこととは思えず、最高裁判所は手
が届かない遠くにあるような気がしていた。
　山﨑敏充最高裁判所判事はご講話にて、最高裁判
所における裁判の本質は「司法権の意思がどこにあ
るか、決断し、その責任を負う」点にあること、そ
してだからこそ、全員の意見が一致することが重要
であり、自分は個別意見を書くことより全員の意見
が一致することの方に全精力を傾けるのだと語って
下さった。これには、思わず身震いする程の感銘を
受けた。
　調査官の方々は、とても魅力的で、忘れることの
できない楽しい時間を過ごすことができた。時には
大宝律令にまで遡り、そして世界史までをも調べる
こと、少しでも時間があれば担当者以外とも事案解
決のために議論していること。「調査官」という仕
事がいかに知的好奇心を掻き立てるものか、調査官
の方々がいかに自身の仕事を愛していて、いかに一
つ一つの事件に真摯に向き合っているのかがひしひ
しと伝わってきて、そのような仕事に巡り合えたら、
どんなに素晴らしいだろうと感じた。
　最高裁判所を出る頃には、訪問の最初に私が抱い
ていた気持ちは、必ず司法試験に合格し、法曹とし
てまたこの場所を訪れよう、という強い決意に変
わっていた。
　この素晴らしい機会を与えて下さった剱持先生、
加本調査官をはじめとする調査官の方々、最高裁判
所内を案内して下さった方々、そして山﨑最高裁判
所判事には、心から感謝したい。

2015年10月30日、剱持の『民事訴訟審理の実務』履修者から10名と、2014年度法務研究科修了生11名、
山野目章夫教授と共に、最高裁判所民事調査官室を訪問しました。大法廷や図書館等の見学の後、山﨑
敏充最高裁判事から裁判官室にてご講話を、また民事上席調査官らから最高裁調査官の仕事等について
説明をいただき、最後には山﨑判事や首席・上席調査官はじめ多数の最高裁調査官の参加のもと懇親会
を行い、中身の濃い半日となりました。 （大学院法務研究科教授・東京地裁判事　剱持淳子）
※肩書は当時
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　この度、最高裁判所民事調査官室を訪問させて頂
きました、修了生の大日方史野と申します。本稿で
は、訪問を通じて感じたことを３点、報告させて頂
きます。
　１点目として、最高裁判所の小法廷や大法廷を見
学し、今まで勉強してきた最高裁判例が想起されま
した。勉強の対象でしかなかった判例が、途端に重
みをもち、気持ちが引き締まりました。
　２点目は、調査官の職務についてです。調査官は
自ら判決できず、調査と報告が主たる職務となるこ
とから、何かしらのジレンマがあるのではないかと
質問したところ、そのようなことはないとの答えを
頂きました。調査官は、最高裁判所判事と同じ目線
で裁判に関わり、責任を持ち、力を尽くす。私の想
像は間違いでした。その他、提出した報告書が無事
戻ってきたときの安堵感、調査官解説の締切り、住
まわれた都道府県の思い出など、等身大の姿を知る
ことができました。
　3点目は、山﨑敏充裁判官のお話にあらわれた、
議論の重要性についてです。皆様は、議論の意義に
ついてどのように考えていますか。山﨑裁判官に
とって議論の意義は、自らの意見をより良いものに
する点にあるとのことです。私のロースクール時代
を振り返ると、結論ありきの議論を展開し、先生が
求める意見を示すことに注力したり、自分の意見が
崩されないよう守りながら意見を通すことに終始し
たりすることが多々ありました。しかし、今後は意
見を押しつけず、意見が変わっていくことをおそれ
ずに、自らの意見を育てていく議論をしようと考え
るに至りました。
　最後となりますが、修了生にもこのような機会を
設けてくださる早稲田大学大学院法務研究科に感謝
していることを、ここに記させて頂きます。私自身
も、本学の後輩に多くの機会を与えられるよう、今
後とも精進していきます。

最 高 裁 民 事 調 査 官 室 訪 問 記
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集り散じて　─ 修了式・入学式報告 ─

修　了　式

　2016年3月25日（金）、大隈講堂にて大学院法務研究科の2015年度修了式が行われ、180名の修了生が
早稲田の杜を巣立っていきました。
　修了式後には、法務研究科承認学生研究活動団体Welcome‒LawSchool主催のパーティーが、リーガロイヤル
ホテル東京において開催され、多くの修了生が参加し、盛会となりました。

入　学　式

　2016年4月2日（土）、早稲田キャンパス8号館
にて大学院法務研究科の2016年度入学式が行われま
した。満開の桜の下、129名の新入生が早稲田の門を
くぐりました。
　入学式では、甲斐研究科長の式辞や松村教務主任の挨
拶とともに、来賓の島根玲子氏（外交官、本研究科修了生）
から祝辞があり、最後に新入生全員で校歌を斉唱しました。
　入学式後には、稲門法曹奨学金に採用された新入生
に採用通知書が授与されました。

修了生からのメッセージ

「法務研究科で2年間を過ごして」
2016年3月 大学院法務研究科修了　小

お

澤
ざわ

　光
ひかる

　法科大学院が、理論と実務の架橋になるとの理念
が掲げられて久しいですが、早稲田では、それが
実践されており、その意味での「法律学」を学んだ
2年間でした。受講した家事・ジェンダークリニッ
クでは、特にそれを感じました。依頼内容である相
続法の基本的なことを、依頼者の方に伝えようとし
ましたが、うまくいきませんでした。そのためには、
それらの深い理解がなければならないということを
実感しました。理論と実務は全く別個の世界では
なく、まさにそれらが連関されていて、これからの

法曹には、よりそのようなこと
が求められることになると感じ
ました。
　「法律学」を教えてくださる
先生方に、早稲田ほど恵まれて
いるところはないと思います。
ここでお名前をあげることはで
きませんが、上記のクリニックに限らず、多くの場
面でそれを感じました。学びの充実さを、今感じて
います。司法試験という短期的なものに限らず、実
務に出た後に生きるような科目も多く受講すること
ができて、それも充実さを感じる一因です。
　そして、早稲田の修了生であることに誇りをもっ
て、法務研究科での2年間を支えてくださったすべ
ての方に感謝して、修了していきたいと思います。

法務研究科承認学生研究活動団体
活動報告～法学教室Street Law～

法学教室Street Law 代表　吉
よし

田
だ

　篤
あつ

美
み

　はじめまして。私たち法学教室Street Lawは、
中学生・高校生を対象に、法教育の授業を行ってい
る法務研究科承認団体です。法教育とは、「法的な
ものの考え方」や「憲法の理念」「ルールって必要？」
等について考えてもらう授業です。一方向的な授業
ではなく、中・高生に届く言葉で、対話を通して考
えてもらえるよう工夫しています。選挙権年齢の引
下げ、憲法をめぐる議論の活発化、若い世代が声を
上げる機会が増えた一方で、政治や司法に無関心な
若い人達が多いのも現実です。私たちの授業が、法

律について考え
るキッカケ、材
料になることを
期待しています。
とはいえ、実は、
当団体は昨年の
秋に、検察官実務家教員である高橋和人先生のご支
援のもと、設立したばかりの団体であり、今年３月
に初めての授業を実施予定です。現在、部員14名で、
授業研究、講師をお招きしての勉強会、授業先の先
生方との打ち合わせを重ねながら授業の準備に全力
を挙げております。
　出来たばかりの未熟な私たちではありますが、
OBOGの皆様のご支援ご指導賜れますよう、努力し
てまいります。どうぞよろしくお願い致します。
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■退職教員
　2016年3月をもって、法務研究科の初代研究科長　
浦川　道太郎（うらかわ　みちたろう）教授が定
年退職されました。また、下記の3名の専任教員が、
任期満了により退職されました。
　江見　健一 （えみ　けんいち）教授
　剱持　淳子 （けんもつ　じゅんこ）教授
　高橋　和人 （たかはし　まさと）教授

■加算プログラムで2年連続全国トップ評価
　新法曹養成制度の開始から10年を経て、ロース
クールが抱える課題を乗り越え、法曹の新しい役割
を切り拓いていくために、早稲田大学大学院法務研
究科では10年スパンの中長期計画を策定し、優れ
た法曹を育成するための新たな改革に挑戦していま
す。2015年12月25日に文部科学省が審査結果を発
表した「平成28年度 法科大学院公的支援見直し強
化・加算プログラム」において、これまでの実績も
含めた当研究科の取組が、昨年度に続き2年連続で
全国トップの評価を受け、補助金が現行比145％に
なるなど、大きな期待を受けています。全国で7件
しかない「卓越した優れた取組」に「重層的な国際
化対応プログラムの実施」が、全国で13件の「特
に優れた取組」に「女性法曹輩出促進プロジェクト
の創設」と「『挑戦する法曹』育成・特別コースの
設置」が選ばれたほか、「『地方で活躍する法曹』育
成プログラム」と、新規の取組である「『未修者教育』
システムの改革プログラム」と「法科大学院修了生
の継続教育プログラム」が「優れた取組」に選ばれ
ました。法務研究科の新たな挑戦に、今後とも皆様
のご期待とご支援をよろしくお願いいたします。

法科大学院別補助金配分率（上位10校）

法科大学院 基礎額算定率 加算率 配分率

早稲田大学 90％ 55％ 145％

東京大学 90％ 45％ 135％

一橋大学 90％ 40％ 130％

京都大学 90％ 30％ 120％

慶應義塾大学 90％ 30％ 120％

大阪大学 90％ 25％ 115％

神戸大学 90％ 20％ 110％

同志社大学 80％ 30％ 110％

北海道大学 80％ 25％ 105％

九州大学 90％ 15％ 105％

■早稲田ロースクール稲門会奨励賞

早稲田ロースクール稲門会  理事　村
むら

上
かみ

　亜
あ

喜
き

央
お

　早稲田ロースクール稲門会奨励賞は、課外活動や
社会貢献活動に積極的な学生に対し、在学中の功績
に報いる表彰を行うことを目的として、2009年、法
務研究科の修了生で構成される「早稲田ロースクー
ル稲門会」により制定されました。
　2015年度も多数の優れた応募者の中、2名の学生
が本奨励賞を受賞いたしました。近時のロースクー
ル生の置かれた厳しい状況の中であっても、理論と
実務の架橋という法科大学院の目的が果たされてい
ることが確認されました。

2015年度早稲田ロースクール稲門会奨励賞受賞者

2016年3月 大学院法務研究科修了　古
こ

賀
が

　史
ふみ

啓
ひろ

●受賞理由
「本研究科の内外を含めた多岐にわたる活動に携
わった」
●受賞者喜びの声
　奨励賞を受賞することができ、非常に光栄に思っ
ております。自分に素直に行動したことを認めてい
ただけたのかなと思っております。勉強が忙しいか
ら、法律に関係なさそうだから、と行動しない理由
は様々ありましたが、「でも、やってみないと分か
らない」をモットーに行動してよかったと改めて感
じております。今後も、この名誉ある賞に恥じない
よう「やってみる」を胸に、行動していきたいです。

2016年3月 大学院法務研究科修了　平
たいら

　龍
りょう

大
すけ

●受賞理由
　「法学教室Street Lawの代表として同団体を設立」
●受賞者喜びの声
　市民に法制度やその価値観に接する機会を提供し、
法の支配を行き渡らせる一助とするともに、実施す
る学生にも新たな角度から法に接する枠組みを提供
することを目的とした、法教育団体新規設立と代表
としての活動を評価していただき、大変光栄に存じ
ます。奨励賞受賞者の名に恥じぬよう、なおいっそ
うの努力を重ねる所存でございます。
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稲門法曹奨学金へのご寄付についてのお問合せ
早稲田大学大学院法務研究科

Tel：03-5286-1678　Fax：03-5286-1720


